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研究成果の概要（和文）： 
 台湾原住民諸語のひとつであるルカイ語および、他の台湾原住民諸語やフィリピン諸語、イン

ドネシア諸語などの関連諸語について、そのフォーカス体系の実態を調査した。その結果、豊

富な文交替を許す、いわゆるフィリピン・タイプのフォーカス体系のあり方には差異が見られ、

例えばタガログ語（フィリピン）やパイワン語（台湾）がフィリピン・タイプの典型だとする

と、ルカイ語は一見対格型体系に近い、非常に限られたフォーカス体系を有することがわかっ

た。これは、バリ語（インドネシア）にも類似した現象が見られ、フォーカス体系の縮小とい

う観点で捉えることによってフィリピン・タイプの諸言語を統一的に捉えることができること

を示唆した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study concerns the nature of focus system in Rukai, one of the Formosan 
languages, and other related languages such as other Formosan languages, Philippine 
languages, and Indonesian languages.  As a result, it has turned out that the ways 
the so-called Philippine-type focus systems are, which allow rich voice alternations, 
differ among different languages.  For example, if Tagalog (Philippine language) and 
Paiwan (Formosan language) are considered possessing prototypical Philippine-type 
focus system, Rukai possesses very limited system, similar to accusative-type system.  
This type of limited focus system is also observed in Balinese (Indonesian).  This 
suggests that a unified account of differences among these languages can be made in 
terms of the notion of attrition of the Philippine-type focus system.  
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１．研究開始当初の背景 
近年の類型論的言語研究における中心的課

題のひとつとして、オーストロネシア諸語に

見られるフィリピン・タイプと呼ばれるフォ

ーカス体系の解明がある。これは、フィリピ

ン諸語をはじめ、台湾原住民諸語、インドネ

シア諸語などに観察されるが、その本質は未

だ明らかになっていない。このうち、よりオ

ーストロネシア祖語に誓い純粋な体系を保持

しているとされる台湾原住民諸語の多くは、

豊富なフォーカス体系を維持しているが、そ

の中にあってルカイ語は、一見対格型と類似

する限定的な体系を有するという点で特異な

位置を占めている。一方、Shibatani(2005)

は、従来の対格型・能格型という区分ではな

く、東インドネシア諸語に見られる類似した

限定性をフォーカス体系の縮小という概念に

よって捉えようとした。本研究は、この縮小

という概念をひとつの手がかりとし、ルカイ

語の言敵的なフォーカス体系を他の関連諸語

と比較・対照することにより、最終的にフィ

リピン・タイプのフォーカス体系の多様性を

統一的に捉える仕組みを探るものである。 

 

 

２．研究の目的 
本研究は、ルカイ語およびその関連諸言語

のヴォイス（あるいはフォーカス)体系の多様

性を統一的に捉える体系的な仕組みを構築す

ることを目的とする。ルカイ語は、台湾原住

民諸語の中にあって特異な位置を示し、他の

台湾原住民諸語がいわゆるフィリピン・タイ

プと呼ばれる豊富なフォーカス体系を持ち、

能格型言語に特徴的な対象優位性を示すのに

対し、ルカイ語は能動・受動という対格型に

近いように一見見える。しかしながら、他の

言語に目を向けると、フィリピン諸語やイン

ドネシア諸語にも典型的なフィリピン・タイ

プのフォーカス体系を持ち強い対象優位性を

占め数言語から、インドネシア語のバリ語の

ように縮小的なヴォイス体系を持つ言語が存

在する。このことから、ルカイ語を、対格型、

非フィリピン・タイプのように位置づけるの

ではなく、縮小という概念を手がかりとして

他の関連諸語と統一的に捉えることが可能で

あると考えられる。さらに、それによって、

今日の類型論的言語研究の課題のひとつであ

る、フィリピン・タイプのフォーカス体系の

多様性や本質の解明に手がかりがあると考え

られる。 

 
 
３．研究の方法 

本研究は、ルカイ語のフォーカス体系に関

する実証的研究、②他の関連諸語との比較・

対照、③フィリピン・タイプのフォーカス体

系の多様性に関する統一的な説明という三部

構成から成る。したがって、本研究の遂行に

あたっては、第一に現地調査によるルカイ語

のデータ収集、特にフォーカスの選択には文

脈が重要な要因となるため、ルカイ語のテク

ストや談話の収集と分析が必要である。現地

調査では、母語話者のインフォーマントとの

作業により、質問票によるデータおよび語り

や談話などの自然発話によるデータを収集す

る。また、既存の文献資料からもデータを収

集する。次に、他の台湾原住民諸語やフィリ

ピン諸語、インドネシア諸語など関連諸語の

資料を収集・分析する。資料収集は主に文献



資料によるが、適宜質問票による現地調査も

行う。そして、最終的には、ルカイ語と他の

関連諸語のフォーカス体系のあり方を比較・

対照することにより、フィリピン・タイプの

フォーカス体系の多様性を統一的に捉える仕

組みを考察する。 

 

 

４．研究成果 

台湾原住民諸語の中にあって類型的に特異

な位置を占め、フィリピン・タイプのフォー

カス体系を持たないと見なされてきたルカイ

語を、フィリピン・タイプのフォーカス体系

の縮小という概念により他の関連諸語と統一

的に捉えようとする点で独創的であると言え

る。また、台湾原住民諸語については、台湾

の研究者を中心に盛んに研究が行われている

が、それらの研究の多くは個別的・記述的な

研究や、台湾原住民諸語内での比較や類型化

にとどまり、フィリピン諸語やインドネシア

諸語など他のフィリピン・タイプの諸言語と

の関係においてはほとんど研究されてこなか

った。特に、ルカイ語は対格型であるとされ、

フィリピン・タイプとは異なるとされてきた。

しかしながら、例えば系統的にも地理的にも

密接な関係にあるパイワン語のような言語と

ルカイ語を、前者は能格型でフィリピン・タ

イプ、後者は対格型で非フィリピン・タイプ

というように類型的には全く異なるものとし

て捉えるのは、いかにも不自然である。その

一方で、台湾原住民諸語のルカイ語の体系に、

インドネシア諸語のバリ語などに見られる限

定的なフォーカス体系との類似が見られると

いうことは非常に興味深いことである。これ

らのことから、本研究は、類型的に特異であ

るとされてきたルカイ語を中心に据えて、他

の台湾原住民諸語のみならず、フィリピン諸

語やインドネシア諸語などとの比較・対照を

行い、それらを統一的に捉える試みを行った

と言う点で、斬新な研究であると考える。 
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